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江戸時代の実話。ある藩の家臣たちは粗暴な振

舞いの目立つ世継ぎの若殿に手を焼いていた。あ

る時、学問をさせれば思慮深く性格も穏やかにな

ると考えた家老が儒者を招くことにした。

挨拶に現れた儒者を前に若殿は、「学問をすれ

ば、やたらと腹を立てたりすることもなくなるの

か」と問うた。儒者は「その通りでございます」

と答えた。若殿は突然、儒者に歩み寄り、その襟

首を掴んで足払いを掛けた。多少憮然とした表情

で座り直した儒者に、若殿は「腹立ちを覚えてお

るようだな」と言いながら再び転ばした。儒者は

憤然としてその場を去った。

恐らくこの若殿、学問とは聖人君子の言葉や事

績をただ覚えることだと考えていたのであろう。

しかし江戸時代の日本人はもっとアクティブな学

問を好んだ。優秀な儒者たちは、生徒たちに聖人

の言葉をさまざまに解釈して議論することを奨励

した。評判の良い塾には全国各地から人々が集ま

り、そこからはまた優秀な学者が育った。若殿が

良い師に恵まれ、学問とは知恵を出し合うことだ

と理解し学問の面白さに目覚めることがあったな

らば、名君になったであろう。

ところで明治以降の日本では、学問は欧米の知

識を吸収することと同義語になり、学校は与えら

れる情報をひたすら吸収する場になってしまっ

た。事情はヨーロッパでもあまり変わらない。と

くに大学図書館は真理を語ったギリシャ以来の哲

人たちの高邁な言葉に触れる神聖な空間であっ

た。

しかし今や、あらゆる情報はデジタル化され一

瞬にして世界中を駆け巡る。一人静かに古人と対

話する時間も大切だが、仲間と情報を集め、知恵

を出し合って情況を切り拓いていかないと世界か

ら取り残される時代だ。獲物を追って狩りをして

いた時代から、人類はいつも互いにアイデアを出

し合って生きてきた。マンモスを集団で追ってい

る姿を想像してみよう。その意味では現代は、再

び狩猟時代に戻りつつあるのかもしれない。

いま世界中の図書館は変身中だ。従来の活字情

報に加えてネット情報にもアクセスしながら集団

的な学習をする場に変わりつつある。聖学院大学

にもアクティブラーニングの環境が用意されるよ

うになった。仲間でゼミの準備をするもよし、議

論しながら授業の宿題に取組むもよし。積極的な

活用を待っている。

（政治経済学科・基礎総合 教授）

２０１４年１月９日、アクティブラーニング・スペースの
オープンに先立ち、ビブリオバトルが開催されました。
今回は４名の学生が発表者となり本の紹介を行いまし
た。プレゼンテーション後の質疑も大いに盛り上がり、
アクティブラーニング・スペースのスタートを飾るに相
応しい、発表者と聴衆が一体となる双方向型イベントだ
ったと思います。
尚、チャンプ本は、膳貴太さん（１１１J０５１）の紹介した
『天国はまだ遠く』（瀬尾まいこ著、新潮文庫）でした。

第５８号（２０１４年春）
アクティブラーニング

特集号聖聖学学院院大大学学総総合合図図書書館館報報

狩猟時代に備えて
アクティブラーニングの勧め

小川 洋
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アクティブラーニング・スペースアクティブラーニング・スペースアクティブラーニング・

グループ閲覧室Ｃ グループ閲覧室Ｂ

図書館２階・４階のグループ閲覧室が新しくなりまし

た。今回のリニューアルでネットワーク環境や設備が一

新され、アクティブラーニング・スペースとして生まれ

変わりました。各部屋にホワイトボード、プロジェクタ

ー、電子黒板が設置されたほか、iPadを使った「双方

向授業支援システム」も導入されました。合計４部屋あ

りますので、大いに活用して下さい。

また、アクティブラーニング・スペースでは、PC-SAT

（学生スタッフ）が、皆さんの「学び」をサポートしま

す。どうぞよろしくお願いします。

利用時間

月～金 ９：００～２０：３０
土 ９：００～１６：４５

※閉講期間中の利用時間は、別途、館内の掲示等
でご確認ください。

※原則として自由に利用できますが、授業やオリ
エンテーション、施設利用予約等で使用する場
合は、退室をお願いします。

利用申込窓口：３階カウンター
各種機器の利用には、貸出手続きが必要で
す。プロジェクター、電子黒板の利用、iPad
の貸出など貸出窓口は、３階カウンターと
なっています。

※３階カウンタースタッフ不在時は、１階カウン
ターで対応します。

施設利用予約
グループ閲覧室は、誰でも自由に使えるスペー
スとして開放していますが、ゼミの勉強会など
特定のメンバーで使いたいという場合もあるか
と思います。２０１４年度春学期の利用状況やアン
ケート結果などを見ながら、今後、施設利用予
約について検討を行う予定です。

こんな使い方が出来ます
①グループでの共同学習

グループで話合いながら学習で
きます。

②ディスカッションもOK
図書館は通常静かにしなければ
いけない場所ですが、ここで
は、学修に関する会話は認めら
れています。仲間とディスカッ
ションすることで、新しい発見
やアイディアも生まれてきま
す。大いに議論してください。

③プレゼンテーションの練習
プロジェクターや電子黒板の機
能を使ってプレゼンテーション
の練習できます。
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アクティブラーニング・スペースアクティブラーニング・スペーススペース

備付プロジェクター

可動式パーテーション
壁を移動させてＢを繋げ

一部屋にすることも可能

目的に合わせて自由に室内をレイアウト
①机は自由に動かせます

天板下のレバーを押して持ち上
げるとキャスターで移動可能に
なります。

②可動式パーテーション
グループ閲覧室ＡとＢを仕切っ
ている壁は可動式です。壁を取
り外して３２席の大部屋としても
利用できます。

２階グループ閲覧室Ｄ
２階グループ閲覧室は、館長室の隣
にあります。座席数は、１１席。４階
と同じ仕様の壁面ホワイトボードと
プロジェクター（及び電子黒板）が
１台設置されています。

ホワイトボード・文房具の貸出
壁いっぱいに作られたホワイトボードが各部
屋に一面ずつ設置されています。文字や図を
書くだけでなく、マグネットで資料を貼った
り付箋のメモを貼るなど様々な使い方が出来
ますので、共同学習に活用してください。
また、学習に必要な各種文具類は、１階カウ
ンターで貸出しています。

プロジェクター・電子黒板
①プロジェクター

PCの画像をプロジェクターでホワイトボー
ドに投影することが出来ます。ネットの画像
やパワーポイントのスライドなどPCで再生
可能なものであれば投影が可能です。

②電子黒板
プロジェクターに映し出された画像に電子ペ
ンを使って自由に文字や絵を書き込むことが
出来ます。

iPad の貸出及び「双方向授業支援システム」
① iPad&iPad mini の貸出

既存の iPad mini に加えて iPad が２０台導入
されます。貸出窓口は、３階カウンターで、
館内貸出のみとなります。利用は２時間以内
で、月～金は２０：３０、土は１６：４５まで利用出
来ます。

②双方向授業支援システム
PCから iPad へデータ送り、送られたデー
タを iPad 側で加工することが出来ます。ま
た、加工したデータをPCに送り返し、その
結果をプロジェクターに複数並べて表示して
比較検討するなど、双方向性を活かした学修
に利用できます。

困ったときは… PC-SATに相談を
プロジェクターや電子黒板等の各種機器操作、
PCに関する相談や質問等に答えてくれるの
が、PC-SAT（学生スタッフ）です。
PC-SATはアクティブラーニング・スペース
に常駐するほか、随時、館内を巡回しています。
何か分からないことや困ったことがあったら、
お気軽に声をおかけください。

グループ閲覧室Ａ
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資料借用 １２３

（内、学生・院生 ４８）

資料貸出 ４４

複写依頼 ４４９

（内、学生・院生１５２）

複写受付 ２１９

紹介状発行 １１

（内、院生 ９）

紹介状受付 ０

視聴覚コーナー利用 １，６６５

館内ノートPC貸出 ６，４８４

文献検索 ２５

Ⅴ その他（他館との協力等）
（２０１３年４月１日～２０１４年１月３１日）

所属・学年 図書（製本含む）未製本雑誌 CD

ア メ ・ ヨ 文 化 後３年 ８

０
３５
８
０
２
２０
３
０
１５
４７
１３０
１
１２
０
０
０
１
１６
０
２２
０
２８
６
１３
６
１５
２
０
３０
１８
５

５
１４
６
３

０
２０３
３３３

０
０
０
０
９
０
４
０
０
３
１６
６
９
２
２
２
１０
１
０
３２
２６
３２
８
１２
８
９
１６
５
５
２
４

３
３
５
０

０
２０４
２２０

後２年
後１年

７
１２０

２年 １５２
１年 ７７

人 間 福 祉 ２年 ０
１年 ２０６

科 目 等 ２４８
大 学 院 生 小 計 ９９０
政 治 経 済 ４年 ３０２

３年 ３８０
２年 ３１６
１年 ２８１

コミュニティ政策 ４年 １３６
３年 ３８７
２年 １４２

欧 米 文 化 ４年 ７６０
３年 ６８５
２年 ６１９
１年 ２７４

日 本 文 化 ４年 ９８１
３年 １，０８４
２年 ７５８
１年 ８６３

児 童 ４年 ７４２
３年 １，１５５

１年 ５９２
人 間 福 祉 ４年 １４４

３年 ３６６

政 治 政 策 ２年 ０
１年 １７２

科 目 等 ４
学 部 生 小 計 １３，２２０
院 生 ・ 学 生 合 計 １４，２１０

Ⅵ 館外貸出冊数：学科・学年別
（２０１３年４月１日～２０１４年１月３１日）

２年
１年

５７７
６９５

１年 ２０４

２年 １６５

０ ２こ ど も 心 理 ２年 ４３０

０ ０１年 １７８

� その他の蔵書資料数
和雑誌（紀要・寄贈含） ４２１ カセットテープ １，０５９
洋雑誌（寄贈含） １２１ ビデオ・LD･DVD ３，０６４
スライド ３４ CD １，２６２
マイクロ資料 １８，８２５ CD-ROM ７７６

� 蔵書冊数
和書 洋書 合計

総記 １１，２５５ １，４５７ １２，７１２
哲学・宗教 ２１，８８０ １６，１４９ ３８，０２９
歴史・地理 １９，１１２ ３，３３５ ２２，４４７
社会科学（含教育学・福祉） ８２，１５８ １８，５６８ １００，７２６
自然科学（含医学） １３，１８８ １，２９４ １４，４８２
工学（含家事） ７，３３８ ４８２ ７，８２０
産業 ５，４８０ ４７０ ５，９５０
芸術（含楽譜） １０，４７７ ９２４ １１，４０１
語学 １１，１９３ ２，９４３ １４，１３６
文学 ４２，３３２ １４，２８０ ５６，６１２
その他 ９，７４９ ５，３３２ １５，０８１
合計 ２３４，１６２ ６５，２３４ ２９９，３９６

和書 洋書 合計
総記 ５２２ ０ ５２２
哲学・宗教 １，８６６ ２２ １，８８８
歴史・地理 ８２７ １ ８２８
社会科学（含教育学・福祉） ４，８１２ ７ ４，８１９
自然科学（含医学） ５４０ ０ ５４０
工学（含家事） ２１２ ０ ２１２
産業 １４６ ０ １４６
芸術（含楽譜） ８３０ ０ ８３０
語学 ９３５ １７ ９５２
文学 ２，２４１ １４ ２，２５５
その他 １，２１８ ０ １，２１８
合計 １４，１４９ ６１ １４，２１０

Ⅳ 館外貸出冊数（図書・製本雑誌）：分類別
（２０１３年４月１日～２０１４年１月３１日）

学生・院生・履修生のみ

� 図書館の推移
学生数 蔵書数 年間受入冊数 開館日数 貸出冊数 資料費

２０１３
２０１２

２，４１９
２，５１３

２９９，３９６
２９６，６９４

３，３４３
４，２６１

２７９
２８３

１４．２
１５．８

２７，７７０
２７，６５４

２０１１ ２，６７７ ２９３，１４８ ４，９３０ ２７５ １６ ３０，８４９
２０１０ ２，７６８ ２８８，６２９ ５，１１６ ２８８ １６ ３０，４６５
２００９ ２，７２４ ２８３，６１０ ５，０４２ ２８１ １６．９ ３０，４９７
２００８ ２，８２７ ２７７，５０６ ６，５７０ ２８０ １７．６ ３０，５８３
２００７ ２，８７５ ２７３，８７７ ８，１４８ ２７６ １７．９ ３２，２６７
２００６ ２，９６９ ２６４，６７３ ７，８６９ ２３６ １９．５ ３２，３４５

２００４ ２，９３８ ２４７，２５０ ８，２８７ ２７５ １７．５ ３０，４００
２０００ ２，５４９ ２１９，３６８ ６，７６９ ２７４ １８ ３５，８０５

１９９０
１９８５

１，７６９
１，００５

９６，７５２
５１，０００

８，１９５
５，０４３

２８０
２８４

１１．８
１０．１

２２，６５０
１２，３９９

１９８０ ８７７ ３６，０００ ２，５９９ ２３６ ６．８ ７，５８８

人 冊 冊 日 千冊 千円

１９９５ ２，１３７ １６３，５０６ １３，４３８ ２７１ ２１．５ ３９，７００

１９７５ ７６３ ２２，０００ ４，２６５ １８３ ３．５ ３，７５４

規程の変更に伴い、１９９９年以降は消耗品図書も含めた冊数とした。
１９６７ １２５ ７，０００ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕
１９６８ ２５６ １０，０００ ２，８３８ 〔２４７〕〔１．４〕 〔１３８０〕

２００５ ２，９６８ ２５４，９２１ ６，８７８ ２３２ １８．４ ２９，７００

２０１３年図書館の統計
（２０１４年１月３１日現在）

発行・編集 聖学院大学総合図書館
〒３６２‐８５８５ 埼玉県上尾市戸崎１番１号
電話０４８‐７２５‐５４６１ FAX０４８‐７８０‐１０９６
E-mail : lib@seigakuin-univ.ac.jp
URL : http : //seiglib.seigakuin-univ.ac.jp/
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